
市民意毒ま
わ定〈し芝ち話、事慮JIIと手賀望日tJこ寧れ癌摂と麓虫記拡

ぐくまれ主宰!l'fのF草案で事.
む定くしEち註、密悪事完荷主化事司Ii"をめざ草滞緩としてお銭

容をも吉、 f語8ヘ〈号車日苓こIbて、ここ位務範重量襲警建時普哲.
)j(と轄と土母記事民放，もっぱい怒笹みよい帯びとにし家事

惑と捧をき主え 生憲主宰と望書君鯵1:1争く喜び2.L"!し審事
老λを大窃立し子ども母事を膏て宰桂話事1:1<::1としま事
ふるさとを重し文認を高1/)聾tJ容器びとにし寧亨

みん"で話し革いきさまりを守り 鋳るい蕗1:1江主ごします
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ず宮
間蕗

、
み
ん
な
で
後
媛
、
数
料
H
H
い
滋
滋
殺
し
地
官
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
務
総
開
閉
綴
織
際
線
融
関
滋
教
汐
、

2
間同組問

尽
〈
門
的
〉
な
お
わ
れ
祭
神
ve
あ
窓
際
の
大
協
紘
一
獄
後
綴
柿
酬
に
際
線
谷
村
切
る
大
撃
な
滋
挙
明
、
す
。
描
蝋

蝉
惜
し
料
品
い
で
必
ず
紋
幾
し
渓
し
よ
う
。
務
段
、
品
世
間
附
は
間
同
時
に
級
官
期
務
総
描
刑
務
総
糊
舗
の
鍔
付
誌
を
側
関

う
剛
冊
間
出
掛
端
揖
鳳
士
官
…
行
紛
れ
療
す
の
下
、
、
役
撲
の
臨
酬
筋
一
世
官
務
官
日
が
え
な
い
よ
う
気
後
つ
け
て
く
だ
先
日
い
e

滋
融
事
輔
闘
揃
瑞
畿
圏
照
会
議
務
総
稔
〈
棋
倒
〉

1
1
1
1

転
入
泌
を
し
た
人
P
、
山
引
き
続
き
3
か
は
、
務
総
泌
総
で
的
綾
田
耕
と
な
り
ま
す
。

鐙

壊

で

き

る

人

R
以
上
襲
撃
古
般
に
議
さ
れ
て

い

る

入

。

鍍

獲

の

煩

務

次
の
婆
停
を
時
期
之
、
「
我
認
子
市
選
挙

mw公
鞍
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙
権
と

人
名
簿
L

に
受
銭
き
れ
て
い
る
人
で
す
a

被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て
い
な
い
入
。

ω最
初
に
衆
議
世
腕
議
長
選
挙
の
投
石
果
用

問山
M
暗
殺
括
年

zn月
刊
四
日
以
訴
に
生
ま
れ
な
お
、
平
成
元
年
口
月
2
日
以
降
に
抵
(
ウ
グ
イ
ス
色
)
が
手
獲
さ
れ
ま
す
。

た

入

。

転

入

屈

を

出

し

た

人

は

、

我

孫

手

中

市

で

横

議

衰

の

怨

人

名

を

一

名

だ

け

記

入

し

め
平
成
一
一
品
年
口
u
m
n
2
n
H
M
M
A
耐
に
本
市
に
は
投
繋
が
で
き
ま
せ
ん
命
こ
の
場
合
に
殺
崩
惜
し
て
く
だ
さ
い
会

ω次
に
綾
高
裁
判
所
裁
制
判
官
抽
出
艮
審
表

的
役
議
湾
紙
{
ん
回
総
)
が
手
緩
き
れ
ま
す
。

こ
の
岡
崎
紙
に
は
、
裁
判
ん
扇
8
名
の
各
部

が
惜
鮮
か
れ
て
い
ま
す
め
で
、
や
め
君
せ

た
方
が
よ
い
と
線
、
ヲ
数
料
誌
の
氏
名
的

ょ
に
1
X
い
印
を
総
入
し
て
く
だ
普
い
。

や
め
寄
せ
な
く
て
も
よ
い
と
添
う
級
料

向
精
に
は
然
も
総
入
し
な
い
貯
投
柑
惜
し
て

く
だ
き
い
。

な
お
、
以
上
的
事
羽
以
外
の
こ
と
を

総
入
す
る
と
大
切
な
一
線
が
無
効
と
な

号
ま
す
の
で
ご
注
議
く
だ
さ
い
。

関
襲
撃
髄
覇
市
舗
館
用
料
館
下
げ
巷
可
決

平
成
2
年
第
一
一
田
市
議
会
臨
時
時
金
が
、
と
も
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
と
お
号
と
な
り
ま
す
。

I
R却
自
(
失
)
に
間
関
縫
さ
れ
ま
し
た
。
薗
裁
孫
子
市
自
転
車
駐
車
場
開
設
鏡
忍
圏
平
成
先
輩
皮
一
般
脅
齢
制
緩
笠
予
築

こ
の
滋
時
会
に
上
回
世
き
れ
た
議
案
は
、
び
管
涯
に
掬
す
る
条
例
の
一
郎
改
蕊
(
第
S
号
)

「
我
孫
子
中
市
由
H
転
車
桑
率
議
の
設
置
及
自
転
車
駐
車
場
内
使
用
制
刊
の
改
定
及
第
碍
題
意
議
滋
議
長
選
挙
に
符
い
2

び
管
還
に
間
関
す
る
条
約
的
ゐ
制
部
改
正
」
び
粂
文
の
繋
備
を
F
打
、
ヲ
た
め
。

1
0
0
万
市
円
が
造
・
施
明
暗
ま
さ
れ
、
市
の

と
「
平
占
拠
泌
年
時
紘
一
加
盟
ム
宮
山
町
議
玄
予
算
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
自
転
車
数
車
場
一
一
散
会
計
予
算
額
は
、

2
1
6懲
9
5

〈第
3
考
〉
い
内
向
必
殺
湾
審
議
内
総
融
市
、
の
使
間
用
料
は
、

4
n
1
日
か
ら
下
車
略
的

0
0
}
n
m門
と
な
号
ま
し
だ

本

者

投

在

hv
自
転
車
駐
車
場
新
料
金
表

に
旅
行
中
の
入
、
病
気
や
山
則
滋
な
ど
で

病
院
に
入
院
す
る
人
は
、
前
も
っ
て
本

荘
呑
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県

今
ま
で
絞
殺
織
の
一
部
内
納
械
(
問

絞
殺
〉
同
体
総
9
投岬
mM也
〈
校
制
納
品
川
い
し
布

佐
中
学
校
}
で
し
た
が
、
キ
幽
か
ら
江

総
絡
会
地
域
が
絡
部
投
票
直
(
問
問
‘
新

本
弱
地
嘩
同
年
柏
崎
)
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
投
議
所
整
理
券
に
投
票
所
内
略
凶

が
記
殺
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
間
違
わ

投
踊
晴
海
で
の
肺
訴
察
挙
務
を
ス
ム

i
ズ
な
い
よ
う
注
音
し
て
く
だ
さ
い
。

に
行
う
た
め
発
行
し
て
い
る
も
の
で
寸
e

な
お
、
市
内
の
各
投
薬
区
と
投
議
所

万
一
一
紛
失
し
た
り
、
殺
緩
絡
で
お
手
元
は
下
畿
の
と
お
り
で
す
。

に
悶
掛
か
な
か
っ
た
機
会
は
、
遂
挙
人
名

簿
に
波
誠
師
事
れ
て
い
れ
ば
絞
誕
で
亀
戸
ま

す
@
品
川
村
口
絞
殺
ず
る
役
総
統
的
受
付
同
時

立
場
し
総
て
〈
だ
事
い
e

な
お
‘
絞
凝
血
明
務
総
券
は
本
人
以
M
内

北
後
間
用
で
語
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
人
が
使

用
刑
す
る
主
務
せ
ら
れ
ま
す
争

w制剛山間
2
m
n
げ
mn(
ゃ
ん
〉
ま
で

V
時
欄
間
午
州
制
。
。
時
鵠
分
か
九
争
地
獄
8

眺
吋
ま
で

V
議
所
中
叩
町
内
会
総
務
選
挙
後
級
品
骨
髄
閥

会
プ
レ
ハ
ブ
率
務
釜
〈
上
同
開
審
問
問
)

V
持
書
す
る
も
ぬ
認
印
印
と
投
誤
認
間
然

理
券投

票

所

盤

重量

券

ぷ
且
在
日
輔
の
博
総
会
i
ち
ぱ

mL
的
P

去
の
た
め
、
添
市
円
全
市
町
村
を
闘
っ
て

い
る
コ
ミ
ス
博
覧
会
ち
ば
」
た
ち
に
よ
る

キ
ャ
ラ
バ
ン
掠
が
1
月
目
白
(
本
)
、
当

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、
ミ
ス
博

覧
会
ち
ば
町
一
工
場
康
子
さ
ん
、
大
熊
名

係
予
さ
ん
と
実
行
委
貝
会
関
係
者
4
各

お
波
え
た
大
井
市
長
に
大
熊
き
ん
が

ぶ
問
問
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
L

を
代

湾
総
い
て
浅
瀬
幸
ん
が
ザ
ス
口
y
ト

の
ぷ
い
ー
ち
ゃ
'
A

い
を
や
縦
し
ま
し
力
。

常
山
総
は
「
純
一
一
紙
子
市
も
九
煎
カ
ゃ
い
品
げ

て
協
カ
し
ま
す
い
と
激
励
‘
キ
ャ
ラ
バ

ン
階
略
的
脅
を
ね
M
O
ら
い
ま
L
れん
V

捕
時
箆
余
は
U
同
月
間
日
〈
uu
〉
か
ら
問
問
月

日
刊
日
町
臼
)
ま
で
、
徐
被
メ
ツ
金
者
中
心

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

支十

市
民
体
育
館
は

会
簡
休
館
し
ま
す

高
官
、
滋
党
議
止
な
る

市
川
氏
体
燃
帥
附
川
川
、
耕
日
人
慌
総
体
献
閥

、
し
な
り
ま
す
。

H
体
時
問
機
1
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鞠職員手当 絞翼iこ支給きれる殺な綾員手議め内答(平成元年内 1B-'尭夜}

， …ー…し 一一
。盛記事毒寝

O~島i持者以外的扶聾続続

2人まで 1人 4.5∞F守
3λ自から l人 l，ooorl

0配偶者向ない験設内扶養毅甚

2人10，500Pi
c母子。文子家臨の扶養媛挨

1λ;6.帥OF考

O培率的機会{家lt10，{鴻uP!ie紹える場

合1:，誤る)

事 質 的割に応ヒて悌uf奇そ篠車仁支

給

O自宅内議会

世帯主 4，5帥pl

o悶惜の場合

1.引)1)問

塁塁

。総偶者

。配偶者以外的t会議現主主
2人まで 1人化5閣内

3人冨かん Zλ1.明。pl

O~j高者時ない著委員の扶葺親族

l人10，5仰向

01襲撃的場合{主持!l，帥OPlを超える犠

会jニE震る}

輩質的装に迄とておa明。円を限度に支

給

。自宅の場合

1.朗(if号(新籍取1普段5年採Z，500PlI

。電導主，パスを事'1l1iする場合 I 0電紙、パスをflJ掃する縫合

2主義訂版，側丹までは全額支給，それ l 議期的1.糊汚までは愈額支給手それ

を鵠える毒事分位、鵡える紙グ学績支給 i を総える部分iま‘鵡える111的学額支鈴

悌符をE設定丸悌OPlを限度)

0;長持i選挙等を菅F耳づずる場合 糸湾君主等を紫培する場合 j 

滋望書距縫等にFむとて 4.2国 pj-1s.Z50 I 通勤琵緩等に</;1;て 1曲。刊一10.4悌

plを支結 円を支給

{斡年宜主銭華議会 I(招年度支給劇脅}

綴家手当 勤勉手議 i 期求手当 数終予さき

6月綴 1.4尭分 0.5丹分 61lll>1 1.4耳分 0.5月分

12月期 1.9耳分 0.5持分 12丹綴 1.9見分 0.6月分

31l繍 0.5月骨 一… 3丹餅 0.5耳分

3.8月分 I.lIj分 j 計 3.8月分 1.I月卦

(，主総務当日競合 勧詫定年 I (宝総率)当日総合 主主奨・lE"手

聖書粒 20容 認 81l分 38.0月分|鈴絞 20年 剖 G丹分担 B75月分一

聖書純 25-'1'一 泊 5持分 49.0!l分|釣続 25左手 話 .75丹分 44，55月分;

聖書経 35年 51.5月分 69.5月分 勤続 351手 47.5耳分 s2，7 月分

最高濃度 制 0月分 約五丹分 最高限度 60.0足分 62.7月分|

ττ盃tJ) lE芸能写制験問機設 jその総内 定年前専務退戦終認F
加算措龍 (2 %~2{}%の加鉢能算総謹 (2 %-20%内加葺}

退職時 主主韮・ 2在学選職者 |損戦時
号鯵

幸李登l終結 2号結 i特別昇給

...追尊重手議については、守二業時市町村畿会事審綴告の退職手当条1

6)9刻 1.9月分

絞入f空a李主管長

121ヲ長寿 2.51守分

ヌ主遂幾重露管忍者

3月期 0.5)9分

喜義 授

まt 4.9月分

議i 議 主是

言義 3道

伊 ζ 1990. 2. 16 (2) 

殺孫子索教員自給与毒事的実態を意渓のみなさんにご安型車事いただくた持、そのあらましを

次のとお 1)t;絞らせします。市職員の給与は、 r捻方自治法J， r議方公務長法Jに基づいて

制定Lた f我孫子おー絞殺の験質的給与に燃する糸線J や r我孫子策特望書事遣の詮与等に隠

する条例J およびそ(f)鎗の給与関係条例・規J!Utニよって;t絵されています。なお、義者約、

挙畿の怨については、箇と主主較するため改定前のもおです。 ご2人毒事重量~

自殺震の王子均話料月綴、王子均給与湾額および平均年齢{乎俊光年4月l日夜船

戸 事労緩敬

語産主記
25，1，913 304.314 

一一一一一ーベ

224.854 

開戦員の初伝総

{左手法ゴ吉年4)91日淡荻)

学校卒業後援量ちに採

閉された殺の争mま李会と、

その後、苦i拳銃器 2年 116，700fIl 

11<1勤務したときの給務

月重要。
大 学 卒 141，000河

蜜

高校本 102.200F司

嬢 湾 総F有事均
ll()、196fIl

ヨ， -，、吾、"'曲中判官亨.，コ

250 
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山
川
隊
臥
判
制
酬
削
削
交
品
問
で
は
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
も
っ
と
涼
め
よ
、
7
と
、
昨

年
4
月
か
ら
毎
月
「
や
ま
し
な
鳥
時
閉
ニ

ュ
i
ス
一
を
発
行
L
て
い
る
e

こ
め
幾

研
一
一
ュ

i
ス
発
行
的
絡
が
決
ま
っ
た
欄
閣

の
昨
年
2
汚
か
ら
ポ
予
ン
テ
ィ
ア
で
、

同
研
党
泌
総
2
際
交
的
避
の
予
一
伝
い
を
し

て
い
る
。

齢
制
判
例
は
、
総
退
月
日
曜
ロ
μ
か
ら
余
問
地
日

的
や
前
中
2
時
間
。
金
事
的
内
容
は
、

パ
ソ
コ
ン
を
能
っ
て
替
貼
附
会
滅
的
名
簿

作
品
棋
を
す
る
こ
と
と
鳥
附
ニ
デ
j

ス
再

発
送
。叶

臨
時
め
ゆ
ふ
と
N
M
M
開
も
知
り
ま
せ
ん
し
、

宇
一
加
え
る
時
間
附
も
緩
い
の
で
、
役
に
戎

〉
亡
い
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

殺
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ら
よ

う
な
も
の
で
‘
授
業
料
を
ふ
わ
な
い
と

い
け
な
い
く
ら
い
で
す
い
と
滋
す
。

金
網
鵬
用
鵠

輩
記

風
邪
を
ひ
い
た
、
滋
綴
が
す
る
、
お
で
す
む
そ
こ
で
今
回
闘
は
、
市
内
服
滋
と
の

な
か
が
痛
い
と
い
う
時
、
機
伽
怖
に
行
く
付
き
合
い
方
に
う
い
て
お
織
し
し
ま
し

ほ
ど
で
も
な
い
、
行
く
の
も
泌
総
だ
な
よ
う
。

ど
と
い
う
場
合
、
た
よ
り
に
な
る
の
が

議

丹

市

叩

翠

で

す

。

し

か

し

、

縫

い

擦

を

関

う

蒋

の

注

意

;
!
l
!
;
:
 

官
却
に
よ
っ
て
は
嬬
気
を
治
す
ど
ζ
み
か

機
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
1

薬
の
採
用
は
淡
緩
ぷ
し
た
い
も
の

官
出
叫
蹴
薬
を
買
う
場
合
は
令
-
隠
凡
常
的
綴

荻
を
品
町
議
に
薬
自
河
内
入
に
鍛
え
、
絞
殺

に
あ
っ
た
薬
を
掛
揮
し
て
も
ら
っ
こ
と
で

す
俗
た
だ
滋
叫
ぬ
と
ぷ
胤
都
議
を
く
だ
さ

い
L

と
い
つ
れ
九
時
習
会
、
総
合
感
冒
薬
が

山
山
て
事
ま
す
。
そ
こ
で
大
切
な
め
が
、

終
局
内
灘
剤
師
と
の
コ
ミ
九
ニ
ケ

i
シ

ョ
ン
で
す
。
薬
剤
師
同
は
擦
綴
を
称
切
る

た
め
の
大
窃
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
か

ら
、
抑
制
分
的
療
技
と
体
制
州
(
ア
レ
ル
ギ

ー
越
市
)
を
ハ
ッ
キ
リ
と
総
之
、
積
極
的

に
制
制
緩
ナ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
も
ー

薬
を
飲
む
鶴
に

然
の
大

子
供
2
人
が
小
学
校
に
湧
フ
主
つ
に
研
務
昨
の
い
W
森
文
夫
広
報
室
妄
は
、

な
っ
た
の
を
品
開
会
に
、
社
会
に
出
て
何
吋
と
に
か
く
品
一
一

i
ク
な
人
。
女
殺
だ

か
役
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
と
附
附
し
て
か
ら
と
い
っ
て
、
賞
品
眠
に

bctみ
も
ら

いた
a

そ
れ
が
、
知
人
的
口
コ
ミ
で
研
ず
に
、
社
会
で
活
綴
す
る
ニ
と
は
い
い

究
所
町
佐
子
を
催
予
ιす
こ
と
に
な
っ
ペ
こ
と
で
す
@
将
来
傍
か
を
ナ
る
た
め
の

勤
務
時
間
関
が
綴
い
内
は
、
子
供
た
ち
が
ス
テ
ッ
プ
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と

学
校
か

r縫
っ

て

す

墳

に

は

家

に

い

霊

祭

λ
長
嶋
慨
し
て
い
る
a

て
あ
げ
た
い
か
ら
だ
と
い
う
。
級
交
紛
に
場
フ

4
7に
な
っ
て
か
ら

ul階鳥類研究所の役者葬を
ボランティアで手伝う

い
の
で
、
燃
の
総
数
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
ま
す
。
お
茶
で
薬
を
欽
む
と
吸
収

事
れ
に
〈
〈
、
効
き
め
が
務
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

畿
は
欽
む
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
食
品
別
に
欽
L

口
市
舶
は
、
食
事
的
隣
間

分
1
1時
脳
間
以
内
明
¥
か
ら
勺
ぽ
の
習

的
関
液
で
分
蹴
附
さ
れ
、
早
〈
級
収
さ
れ

ま
寸
。
索
前
に
間
期
い
ら

ιる
薬
の
ほ
と

ん
Y
い
は
、
闘
に
急
滋
な
却
制
滋
を
島
た
え

な
い
た
め
穏
や
か
に
効
き
ま
す
。

食
後
と
は
、
食
感
後
初
分
以
内
の
ζ

と
で
、
拙
叫
ル
出
活
動
が
機
ん
な
う
ち
に
食

べ
物
と
ま
と
り
A
W
9
て
激
畿
地
棋
と
一
緒

合戦:~;m~;.一…。
伝:司祭;:

F乙

は

、

選

良

に

興

味

を

き

f

M

い
な
コ
た
。
き
ら
に
、
高
を
と
り
ま

く
禄
仲
間
、
特
に
手
賞
沼
的
自
同
然
に
附
槻

心
が
議
く
を
る
。

「
変
制
村
向
帆
緩
め
た
め
に
燃
金
的
方

が
研
究
双
山
い
来
る
ん
で
す
。
そ
の
人

た
ち
と
綴
を
す
る
よ
う
に
な
う
て
、

溺
叫
簡
を
も
っ
と
大
切
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
萩
た
め
て
怒
と
ま

し
た
e

そ
れ
を
子
供
に
も
鍛
え

て
い
き
た
い
い
と
熱
ず
附
酬
が
臨
時

絞
め
淡
僚
に
絞
る
約
府
政
を
守

る
こ
と
は
、
子
供
た
ち
の
将
来

に
も
大
切
な
こ
と
。

以
内
的
見
方
が
母
栽
な
ん
で
す

ね
。
ど
う
し
て
も
守
然
や
心
的

考
え
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

普
通
的
疲
繍
と
い
う
働
切
と
マ
し

ょ
、
フ
か
k
g

わか九
{中除)

に
核
抑
帆
寺
弘
る
た
め
、
強
い
薬
で
も
前
期

想
的
が
ゆ
る
や
か
に
な
っ
ま
す
。

段
聞
と
同
問
、
食
後
約
2
時
腐
の
こ
と

で
、
幽
門
液
円
分
訟
が
少
な
く
な
り
、
織

が
吸
収
き
れ
や
す
く
な
る
た
め
、
品
川
勢

め
も
良
〈
現
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
務
に
よ
っ
て
線
開
閣
時
泌

が
滋
?
?
た
的
、
そ
れ
を
内
す
ら
な
い
と
資

金
然
ら
し
た
り
、
症
状
を
毒
化
さ
せ
る

ζ
と
も
あ
り
辛
す
。
ま
た
、
…
般
に
数

制
槻
類
み
を
欽
む
と
車
時
排
他
が
湖
慣
れ
た
り
滅
的

効
き
め
が
な
く
な
っ
た
り
し
寧
て
説

明
審
や
長
〈
淡
ん
寸
描
織
の
後
期
出
法
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
、
そ
れ
で
も
な
か
な
か
治
ら
な

い
機
合
同
同
、
泌
総
織
に
師
馴
ら
す
医
師
陣
丹

鈴
燃
を
受
け
る
よ
ヲ
に
し
ま
し
ょ
う
勿

薬
を
保
奮
す
る
時
は

終
的
保
管
は
、
液
糾
明
mm
ヰ
ん
が
均
一
一
た
る

と
こ
ろ
や
隊
滋
多
抑
協
な
と
こ
ろ
は
避
け
、

子
供
的
苧
が
綴
…
か
な
い
、
だ
れ
も
が
わ

か
る
激
減
に
し
ま
し
ょ
、
ー

ま
た
、
薬
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
有
効
制
期
間
闘
を
品
す
さ
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

(
併
用
州
内
然
体
抑
制
燃
機
資
生
活
係
)

し
く
蟻
憎
ん
娃

蹴

欝

盤

韓請

臨書"霊童号室警

議集ま世の

iR 23 員A
態'( ~霊会J Lf 
j革委宍 銭さ

宮 内嚢iL で 55
ø~， 基シヤ T らんを

量童三路孝鼻持
望32号室霊長与
量密q カ，t-官官 日、、し、
墨付 ラ ( 主主 e 県
吾 容 雪 オ日入 ふ り
警官事E ヶ葬場 午 で

君子:J7 璽莞て
!アい降雪t
fラッ カ冶 事長

ゆ
人
、
問
問
録
、
祉
協
交
ダ
ン
ス
、
詩
時
、
問
問

帥刷、

hS十
年
町
山
出
し
も
の
な
y
w
合
総
務

命
令
大
会
隣
室
水
単
品
録
、
鈴
句
、
総
殺

菌
官
官
、
脱
却
外
欽
縦
、
ゲ
ー
ト
ポ

i
ル、

手
抑
昔
、
品
学
部
門
作
品
な
ど
を
経
一
E

V
欄
間
い
脅
わ
せ
中
央
公
災
館

惜
(
吋
財

)
0
5
1
5

る

額
醤
予
定
は

3
月
郡
日

昨
年
ロ
月
防
犯
惨
め
ん
仏
総
ゑ
我
孫
子
ふ
れ
あ
い
広
場
い
に
決
得

報
で
、
後
孫
子
駅
北
口
公
遼
由
と
し
て
は
、
ぷ
刊
孫
子
い
の
お
品
抑
制
ぽ

関
内
務
総
多
議
集

ιた
と
入
っ
た
公
開
闘
が
滋
内
に
な
〈
、
位
盤
的

ニ
み
、

1
3
2
名
の
方
か
に
大
学
お
が
吋
我
孫
子
L

で
あ
る
こ
と
白

ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ん
浴
織
的
中
に
吋
ふ
れ
あ
い
」
笠
宮
棄
が
多

市
で
は
選
定
委
員
会
を
く
、
税
し
み
や
す
い
言
楽
で
あ
る
と
え

開
聞
き
、
応
纂
寄
れ
た
も
め
ま
た
、
↑
臨
時
慣
が
0
6
2
お
む
総
務
綴
オ

を
参
考
に
し
て
公
開
酬
の
お

l
プ
ン
ス
ベ

i
ス
的
な
殺
知
情
的
た
め
、

「公開問
L

よ
り
も
「
広
場
」
的
は
j
が
ふ
さ

わ
し
い
と
い
う
こ
〉
可

終
判
怖
や
ふ
れ
み
い
広
場
町
周
回
主
院

は

a同
月
紛
問
。
持
ち
合
わ
せ
や
曲
目
い
的

機
と
し
て
ご
割
引
用
く
ど
さ
い
“

な
お
、
応
募
い
れ
ん
が
~
い
た
も
の
は
、

今
後
の
公
閲
名
的
参
考
と
普
サ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ぷ
ん
め
務
あ
り
が
と
、
三
」
ざ

い
ま
し
た
。
刊
公
開
街
路
課
}

キ
が
紛
れ
‘
本
の
柑
執
が
北
岡
叫
に
吹
か

れ
E
総
い
滋
ち
る
と
、
送
薬
開
閉
め
械
が

綴
酬
明
な
械
を
惑
い
て
天
安
に
地
け
か
げ
V

上

が
る
。
中
で
も
、
雑
木
林
や
λ
家
内
総

り
に
一
標
高
く
闘
え
る
ケ
ヤ
々
め
綴
は

美
し
く
、
氏
に
制
叩
ポ
的
蕊
者
と
い
っ
た

持
品
開
で
あ
る
。

生鰭

ヤ~十
{にれへ草寺)

す
シルバー人材センターの

争国部留と曾舘00昌

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

i
で
は
、

z-

H

円
か
ら
め
執
割
問
教
室
、
書
道
教
療
の
ゑ

伎
を
絡
怯
惜
し
ま
す

3

@
学
習
教
室

V
内
容
察
料
側
、
殺
州
地
恥
抑
制
仰
な
ど
一
人

ひ
と
り
の
力
者
め
ば
す
料
邦
議
を
教
育
時

畿
教
が
行
い
ま
す
。

外
村
打
撃

ケ
ヤ
品
、
的
犯
は
審
で
、

m閏
3
玄口丹

後
新
議
と
弗
に
淡
寅
縁
色
町
小
さ
な

花
が
H
V

ヴ
そ
り
左
問
問
〈
。

夜
は
耕
地
花
と
雄
花
に
分
か
れ
、
総

花
は
新
し
く
で
き
た
絞
め
下
部
に
一
一

i
四
干
っ
つ
き
、
織
時
化
は
較
し
い
校

内
上
総
に
…

1
刊
一
一
綴
ず
つ
つ
く
。

ウ
ャ
々
の
級
品
慨
は
、
木
呂
の
美
し

替
か
ら
「
ケ
ヤ
ケ
キ
一
本
い
で
、
国
側
饗

な
本
的
意
味
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い

る
E持

は
、
滋
録
、
絡
線
、
船
舶
判
例
な
ど

の
材
創
作
に
さ
れ
る
稔

(
火
・
移
蕊
佐
久
間
俊
行
)

4

司
噂
糊
輔
教
室
日
程
等

。
機
滋
教
官
…

V
内
容
初
心
者
(
幾
何
判
.
年
恥
脚
本
側
附
)

V
日
時

4
R
6口
u
〈
品
質
」
か
ら
平
成
3

年
3
月
間
日
時
{
金
)
み
ゆ
か
ぞ
の
ん
味
料
月
四
期
1
・

3
金
問
輪
日
午
後
1
時
制
分
か
ら
3
時
担

分
〈
8
M月
以
除
く
}

wv
議
出
刑
制
開
閉
回
臨
文
房
具
忠
一

世

曹

後

醐

m

年
額
E
万
2
5
0
0
m門
へ

3

…

援
に
分
帥
刷
、
数
日
付
資
輸
芝
公
h
M

〉

…

V
定

長

持

名

(

先

鋭

品

開

〉

ヤ

盟
申
し
込
み
a

制
問
い
合
わ
せ
(
学
習

輪
駆
申
晶
)
校
後
ハ
が
キ
に
持
出
品
問
、
児
童
名
、
…

学
年
、
惨
校
名
、
保
護
者
名
、
教
盗
名
、
…

策
総
遺
言
明
記
、
(
讐
遂
教
室
蕊
後

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
部
品
榔
‘
僻
地
総

番
号
を
明
記
し
、
い
ず
れ
も
3
対
日

g

(
木
・
拙
消
印
官
官
効
〉
ま
で
に
、
中
降
2
6

0
7
{
校
)
伐
採
子
市
4
ル
パ

l
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
滋
岱
(
路
」
2
2
0
0
へ
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1>8喜幸 3月11SC臼〉キ紛9鈴

分間l1f3

1>会話器 市総体重害額

炉型盤医 学際思U':/ンクjしくす -2年

1])ゐ〕、オープン三シングル、芳一こ7

1ノダブJlノス

少著書加資格 lor母校校・在宅予言語

..著書書自費 シンク;L， イ00問、ダ

ブJL，ス2∞F号

惨さ担し込み 程華い会お殺 さろなやさ詐

綴へ王悲惨I])Eド主主F担紙1:1¥ハガキlこ

1重段、住所、氏名、学終名〈雪学主芋〉を

号明記し、字結後'JZ刊をき7のなの11再認

告白緩F組問(89)1210'¥待レi忍んでく

ださい。を告込興調限l韮3Fl2Eヨ〈金ー
必護審〉

砂白書審 3同4尽く思〉午前9住者30

分務総

惨重量器量 的総俸務総

砂軽量包 言活字事聖毘〈ミミックスダフJl，

ス2ぺ夕、女子ダブルス1ペタエ

チーム議達成!主主主語臼

砂害警1由資格 1o災後徒 主主霊き壱

b申し込み・問い合わせ住所、

氏名、まE齢、号変2型jを息詰し参1沼塁塁
500偶者を添えて、言奪義援('21'ヨ23臼

〈宝詮・必喜善〉をまでに久守家1Gむ犯の7

内総事室代子治(84)5鈴5へ

=あび之子ども劉話器低学宝字書語会=

2実務とI巨霊童と隊長賓の物語器ですe

b日書菩 2汚21Eヨ(7.K)午後5fi事
砂草壁新 市民会室室71ミーjレ

ル入告書草寺 2.5∞円(f笥歓談会員1証

人公金等1的OPヲ当日入重量霊安滋〉

惨潤いさきわせ 陶芸事i言語就く88)9078

我孫さ子・ね・沼湾総主主罪事事害見学

級 c学ぶl児童盤、さ主事をのi宇総量重です。

惨包跨 21'寺げをヨ〈主〉、 1B8C正3)，

198C内〉午詰1;1(騰かをう午後2綴

b会話島 幸8[1白民サロン (0…ズタ

ウン8隠〉

炉問い合わ世 絵言語!!JliJも五十E甑盟

(43)2840 

..白書寺 3筒Qお〈垂主〉午後2時診

をう4在者

惨著書長首 相「監中央公差益童書

炉内軍事 主義務のだめの重量役務

惨事毒自軍 総務浅さきミ子氏く際立害事さ主

主意異語大学事支援〉

沙意気先華料(}8

砂申し込み・筒い会わt主 ハ ガ キ

i之住所、氏名、霊縦E醤録、f俣録音世

緩学級裁基霊"c二時思記し弘 2月2ちを3
〈水 必重量)~までに苧2n 幸吉均年1255

絶縁綴原保護軍議室草著書室栄養係官(07)

1255 

砂応募資事甚 31:1同"Uニ従事の

言きる18織から40軽量さまでの陸僚主主人

惨事事事撃し九畏 2名

砂費罷務内線 じんi'fllll室長費義務

1>申し込iJj.問い合わせさ主Oos器

渓蓮華盟(87)0015

快挙習8 密月書誌1・3-ヰ:t綴

午後29事からヰ事者

炉学望書蓄量再奇 車関怠t:Lノ‘ソジ機会察

験車時自E 童書主主告重要司氏 (中5民宅辞書完大

学自力主要主義〉
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